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歌もの？ロック？それとも・・・？２００５年８月、現メンバーが揃いメジャーデビューと

いう夢と自信を抱き活動を開始したmellowsgarden。四谷Outbreakで初ライブを

行い、時を同じくして手売り専用マキシシングルを制作し、ライブ会場、ストリートにて

１０００枚を完売するあたり彼らただ者ものではない。

そんな彼らが昨年プロローグとも言うべき３曲入りマキシシングル「mellows」を

OUTBREAK RECORDSより全国流通にて発売した。実際聴いてみると楽曲の豊かさに

驚かされる。全て作詞作曲はVo & G・マサシ。メンバーでアレンジし作り込んでいる。

表現力豊富なマサシの作り出す歌詞は気持ち良く心に残る。大物ギターリストがプロデュ

ースしたオーディション参加の折りに「君たちROCKしてるねぇ！」と言わしめたギターサ

ウンドが心地良い１曲目。mellowsgardenのグルーブ感を思う存分堪能できる楽曲だ。

そして３曲目。タイトル「月唄」はOUTBREAKのブッキングマネージャー・佐藤boone

学さんに「夜一人で大切な人を思い出してみて下さい。きっとこんな音楽が流れてくると

思います。」と言わしめる作品。music.jpでは着うたダウンロード数が３０００回を超える。

マサシの鳴きのヴォーカルが最大限に活きるサビのフレーズは一度耳にしたら離れない。

彼らはこの「月唄」で月９のタイトルソングを狙いたいと笑いながら語っていたが、強ち冗

談半分ではない気がする。その現れがKeyboardを入れたリミックス「月唄」をレコーディ

ング、さらに６月よりiTunes Music Storeに楽曲をアップ、配信が始まる予定との事。

彼らのライブに足を運んでみた。オープニング、SEに自分達で音を乗せ、ヴォーカルに

エフェクターを掛け、一気にオーディエンスを引き込む。まさにmellowsワールドの幕開

けに相応しい楽曲。中盤に組み込まれた「月唄」からは彼らが言う「どうしようもない程の

愛しい気持ち」が確かに伝わってくる。澱みのないセットリストを組み上げ、ラストまで

一本調子にならない演奏に気持ち良く身を委ねることができた。

伝えたいモノを伝えられる彼らは、この夏リリース予定のマキシシングルを現在作成中

らしい。「mellows」を超える作品を期待したいところだ。ストレートロックを貫き「ライ

ブハウス武道館」に上がった暁にはmellowsgardenと打ち上げの酒宴を共にしたい。
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information
4/23 新大久保 CLUB Voice

5/3  本八幡 route fourteen

5/16 横浜 club Lizard
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http://sundaypark.net

　以前、デビューNOWで取り上げた注目のバンド

「FEIN10TRAP（フェイントラップ）」。3月22日、四谷ア

ウトブレイクで彼らのステージを観てきた。

 既にご存知の方もいると思うが、Vo・真吾、G・翼、B・南智

浩、Dr・英治郎の4人が作り出すステージには「華」がある。

真吾と翼が中心となり、ヴォーカルの存在感を全面的に押

し出した楽曲作りで「真吾ワールド」を演出している。オー

プニングはヴォーカルのアカペラから始まるセットリストで、

ちょっと驚かされたが滑ることなく表現されていた。バッ

クサウンドは各パート共FEIN10TRAPの世界観を引き

出す演奏を心掛けている。誰が目立つという訳ではなくオー

ディエンスを包み込むような演奏で「動」と「静」また「陽」

と「陰」の音の拡がりが気持ちいい。

　「大人になりきれない子供のちょっと大人のロック」を

コンセプトにしている彼らの演奏スタイルも見逃せない。

ヴォーカルの立ち居振る舞い、オーバーアクションになり

がちなギターの過激過ぎないプレイ、ベースは寡黙に、そ

してドラムは後方で全体を見回し鼓動を打ち鳴らしている。

　「目を開けると楽しく、閉じると世界が広がる様な音楽」

を体験させてくれる彼らのライブは、バンドとしての活動

が浅いと思わせない。磨き磨かれFEIN10TRAPの光が

放たれるその日が楽しみである。

FEIN10TRAP

INFORMATION

4/23・新大久保CLUB Voice
4/25・池袋手刀
5/06・池袋CYBER
5/30・六本木morph-tokyo

http://www.geocities.jp/i_love_fishing_lg/

　G&Vo／YUTA、B／ONE、Dr／オカヤスの3人から成

る埼玉県出身のPOP PUNKバンド「Life Guard」。

2005年に結成、翌年5月に初ライブを行って以来、地元

埼玉、都内を中心にライブを続け、最近は神奈川県にも自

分達のサウンドを響かせている。そんな若い彼らが作り出

す楽曲とは…。

　今回iTunes Music Storeにアップされる「Right Answer」

を聴いてみた。YUTA作詞作曲のポップでキャッチーなメ

ロディ、歌い出しでリスナーを引きつけるあたり年齢を感

じさせない曲作りをしている。若さから生まれるスピード感、

メロディラインに同化した時、気持ち良さと共に自然と体

が動き出す。3人が違ったジャンルの音楽を聴いているか

らこそ、それぞれの感性が集結してジャンルにとらわれる

ことないLife Guardサウンドが表現されるのであろう。

　「オーディエンスを飽きさせないステージ」を心掛け、「楽

しんで、手を上げて、拍手をしてくれるようなライブ」をし

ている彼らは、印象に残るビジュアルを活かし、フロント二

人のツイン・ヴォーカルの掛け合いで楽しい空間を作り出

している。

　今後、ラジオ、雑誌などのメディアにも登場するであろう

Life Guardだが、この夏には目に見える結果を出すこと

を目標にしている。「Right Answer」をダウンロードして、

是非ライブに足を運んで欲しい。

Life Guard

INFORMATION

4/27・登戸Stargicroom
4/28・横浜FAD
5/06・二子多摩川Pinknoise



　目標を定めることは誰でもできることだが、それを何人の人
が成し遂げるだろうか。途中で挫折した人を「よくここまで頑張っ
たよ」と褒め称える者がいれば、「ここまでやってきたのだから、
あと少し頑張れ！」と鼓舞する者、「口だけは立派だけど情けな
いね」と嘲笑う者と様々だ。私はそういう者達に言いたい。「同
じ道を歩んでからモノを言え！」と。 
　今、私の知るバンドが自ら定めた目標に向かって走り続けて
いる。その名は「HANABI」。2006年11月13日、渋谷
CHELSEA HOTELで自主企画「第1回HANABI大会」を開催。
以後2007年1月、3月と第2回、第3回と続けてきた。第1回
目は4マン、第2回目は3マン、第3回は2マン、そして2007年
5月19日、第4回は「大HANABI大会」としてワンマンライブ
を行う。自分達の限界への挑戦なのか、それとも…。 
　本誌創刊号で取り上げたGlitz CafeのVo&G／HIZ、B／
TAKUが昨年、歌＆叫び担当に健ぢを迎え結成。ここに来てサポー
トでDrを叩いていたRAHIが正式メンバーとなり、いよいよ目
標とする5月19日を睨んだ活動が本格化してきた。決して今
までがいい加減な活動だと言う訳ではない。4人の気持ちが一
つになった今、彼らに怖いモノはない。HANABIを取り巻く多
くの人に支えられ、自分達を信じ突き進むのみである。 

　3月21日「第3回HANABI大会」を渋谷CHELSEA 
HOTELで観てきた。ホールにはイベント名に相応しく、たこ焼
きなどの屋台が設営され、自主企画2マンという事で相方バン
ドの演奏中に健ぢがいきなり乱入し歌い上げるシーンも見られ、
満員のオーディエンスは彼らの登場前から熱気を放っていた。
そんな空気を感じ取った彼ら4人のモチベーションも更に上が
り、オープニングからアクセル全開で、これぞ「一体感」という
言葉が当てはまるライブが始まった。セットリストもMCの入れ
方も次の楽曲へつながる見事なものだ。中盤に組み込まれた
HIZのアコギ弾き語りソロ「声」という楽曲がある。この「声」
は後ほど紹介する1stミニアルバムの中にも収録されている。
とかく熱を帯びた空気を冷ますことが多いバラードだが、HIZ
が今まで自分の周りにいた大切な人との触れあい、そこから生
まれた自分の成長を歌っていることから、オーディエンスは聞
き流すことなく、歌詞の一語一句をまるで自分達の人生に置き
換えたように聴き入っていた。確かにこの楽曲はツイン・ヴォー
カル、コーラスを入れるよりも健ぢの言うとおり「HIZ兄ぃのソ
ロでこそ」表現できる、オーディエンスに伝えることができると
思う。これもHANABIの世界。また、HANABIの代表曲になる
のは確実である。エンディングまでオーディエンスをHANABI 

歌＆叫び / 健ぢ 

Gt・Vo / HIZ

´ 
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ワールドに閉じこめ、Glitz Cafe時代の代表曲とも言える「WIDE 
WORLD」で締め括る。当然の様に湧き上がるアンコール。再
びステージに立つ彼らの表情には、満足感、達成感と共に今日
のライブを成功に導いてくれたオーディエンスへの感謝の気
持ちが溢れていた。 
　彼らは4月1日より「声」が収録された6曲入り1stミニアル
バム「POWER CODE」を通販で発売している。訳あって彼ら
のライブを楽しめない方には朗報だ。また、5月よりiTunes 
Music Storeにて収録曲「RIOT」がダウンロードできるので
HANABIの世界観を知って頂きたい。この楽曲はHIZが音楽
に携わってからHANABIになるまでの半生、また、この半年に
かける思いを表したものでHANABIを理解する一曲だと思う。
　半年計画を立て、今まで甘えていた時期の意味のないプラ
イドを投げ捨て、抱いた疑問を解消するために、彼らはドロ臭い
ことから始めたというHANABI。今自分達にできることは何か。
その一つが大きなライブ会場での出待ちを狙ってのフライヤー
を配布。決して無意味なことではない。しかし、そこに着目する
バンドが何組存在するだろうか。5月19日に向けて筋を通し、
プラスになると思うこと貪欲に探し求め、行動に移す。ものの
半年弱でここまでやった彼らには賛辞を送りたくなるが、今は

あえて口を閉ざしておこうと思う。限界、ビジョンをどこまで形
にできるか、渋谷CHELSEA HOTELでの大HANABI大会が
待ち遠しい。5月19日、その時無意識のうちに私の口からどん
な言葉が飛び出すのか、また言葉に表せない自分が立ちつくし
ているか想像もつかない。 
　願うなら、熱血メロ（ディ）ロックを一人でも多くのファン、ま
だHANABIを知らない音楽好きの人達と共に、彼らと同じ空気
を吸い、同じ時間を過ごしながら楽しみたい。HANABIなら楽
しませてくれると確信している。 
　最後になるが健ぢの言った一言「メディア（業界人）がいなく
ても音楽はできる」を聞いた後この記事を書こうと思い立った。 
 

（文／齊藤正則） 

HANABI

B / TAKU

Dr / RAHI

http://www.cubichouse.com/hanabi/

POWER CODE
01.WIDE WORLD 
02.RIOT 
03.Sally -album ver. 
04.声 
05.restart -album ver. 
06.パワビタンZ

1800 yen [tax in]
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